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ナガノオルタナティブ 2019_01
「レジリエンス」小池雅久展

2019年 5月 ~6月（開催期間：調整中）

スラッシュカンファレンス@FLATFILESLASH Warehouse
毎月第 3土曜日午後 4時より

（都度の状況によって変更される場合があります）

/ Warehouse GALLERYFLATFILESLASH

http://flatfileslash.com
gallery@flatfileslash.com

トポス高地 2019
4 月　疋田義明展
6月　鈴木幸野展

アリコ・ルージュ / 飯綱東高原 / 火曜休み
http://homepage3.nifty.com/haricot/

トポスパブリック 2018
2019 年 1~3月　町田哲也展
2019年 4~6月　丸山玄太展
2019年 7~9月　塚田辰樹展

2019年 10~12 月　ナカムラマサ首展
@医療法人北島眼科クリニック

slash conference
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秋の四尺玉

田中七星
Nahoshi Tanaka 1977 ~

　2018 年 10 月上旬、萱アートコンペ 2018 のレセプションに参加す
るために RAUM戸倉宿（坂井銘醸）を訪れた。Web サイトでこのコン
ペの募集を知ったのがきっかけだった。西東京で育った私自身と長野県
との縁は、特別密接なものでは無かったけれど、小学生時に通った絵画
教室の先生の出身は上田市だったり、母方のお爺ちゃんの墓は今でも高
遠町にあったり、親族の別荘がかつて軽井沢町にあったり、友人結婚式
の付き添いで松本市を訪れたことがあったりと緩やかな縁を勝手に感じ
ていた。展覧会場は醸造所であっただけに、建物自体の内外が既に想像
力／創造力に満ち溢れ、この場で何かアクションを起こしたくなる気持
ちが良く分かった。そしてこの土地にも創造活動における表現者、発信
者、支援者が存在している事を知り嬉しくなった。今後また訪れる事が
あるだろうか。確かな事は分からないが 、気分の良い風が吹いて、秋
の四尺玉が、軽トラックの荷台でタバコを吸っていた。

田中七星　Nahoshi Tanaka
1977 年東京生まれ・埼玉県在住
画家
2000年、武蔵野美術大学卒。
2005年、Royal College of Art（イギリス／ロンドン）MA修了。
200７年～ 2008年、Cite Internationale des Arts（フランス／パリ）滞在。
2011～ 2012 年、中国美術学院（中国／杭州）中国国費奨学生。
紙にドローイングを中心に制作活動を行う。
nahoshi7@yahoo.co.jp
www.facebook.com/nahoshi.tanaka

スズ≠ アキノリ Akinori Suzuki
1986 年ドイツ・デュッセルドルフ生まれ
俳優、朗読家
ダンサーを経たのち故・蜷川幸雄氏に師事、俳優になる。
国内外の舞台に立つ傍ら様々な創作活動を実施。

gekkeikan.co@gmail.com
https://www.st-rain-ak-inori.com

ドローイング／ 2010／色鉛筆、クレヨン／ 18.2cm x 25.7cm

たかはしびわ
Biwa TAKAHASHI 1972 ~

服部洋介
Yosuke HATTORI 1976 ~
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なお、作品写真掲載の許可をいただいた三石氏にこの場をかりて御礼を申し上げる。

服部 洋介　Yosuke Hattori　
1976 年、愛知県生まれ
長野市民
yhattori@helen.ocn.ne.jp
http://www.facebook.com/yousuke.hattori.14

　　かつて女性の身体は、ある〈貧しさ〉の表象であった。それは肌を
露わにした姿、端的には裸体として描かれ、表象されてきた。その〈貧
しさ〉の根源は、私たちの有限性にある。ヒトは、いずれその命を終え
なくてはならない限りある存在である。そこで利己的遺伝子は、自己複
製のために宿主を繁殖させ、子孫を残すという特別の方策を講じなくて
はならなかった。前稿では、そのようにして形成されたヒトの配偶シス
テムをめぐる男女間の攻防が、女性というものの社会的表象を作り上げ
たという仮定のもとに、女性の身体表現について考察した。そして、〈豊
かな世界〉においては、男性側の主導した父系重視の繁殖戦術が崩壊し、
それに伴って、貧しい世界における種々の試練を克服しようとする、人
間の〈崇高性〉もまた、不要のものとなるであろう見込みについて述べた。

　女性の身体を単に〈貧し
さ〉を表象するものとして
捉えようとする視線は、主
に性的な主体である男性か
ら、性的な客体である女性
に対して注がれる一方的な
視線として糾弾されてきた。
その結果、〈女性の身体＝貧
しさ〉という定式が、女性
を保護しようとする立場か
らも逆照射されることに
なったのは、皮肉なことで
ある。フェミニズムの一部
の言説は、男性が配偶者防
衛において女性を自身の支
配下に置く場合と同様、女
性の身体を保護の名のもと
に覆い隠そうとする。女性
をその身体性においてとら
えることは、その当の女性
が、権力による保護と管理
を外れた〈貧しさ〉のもと
に置かれることを意味する
かのようである。その結果、
女性の身体は、配偶者防衛
が強固な文化においてそう
であるように、公共の場か

ら再び締め出されることになった。女性の〈裸体〉、つまるところそれは、
保護を適用されることのない〈貧しい〉女性たちの表象でしかないので
ある。尊厳ある高貴な女性たちに〈裸体〉はふさわしくないのだ。
　ゆえに、女性たちの尊厳を堅持するためには、〈裸体〉になどなるべき
ではないという主張がなされることになる。〈裸体〉は従属を意味する。
裸体化される女性は自由を奪われており、まさにその〈不自由〉である
ということのゆえに〈裸体〉をもって男性側から利益を引き出し、生き
延びることも可能であった。しかし、そのような生産方式で女性が延命
しつづけるとするならば、女性はいつまでも男性に従属しつづけなくて
はならず、男性の意のままに表象され、観念され、我有化されなくては
ならないであろう。ゆえに、女性がその直接的な外見（とりわけ〈裸体〉）
によって評価されるなどということがあってはならない、ということが
言われるようになった。今年からミス・アメリカは水着審査を廃止し、「も
はやわれわれは参加者を外見で判断しない」（Starting this year, 
candidates will no longer be judged on outward appearance.）（*1）と表
明した。これはこれで結構なことである。
　ところで、当の男権社会においても、女性の過剰な身体的露出は、た
いていの場合、悪徳であった。だが、悪徳には違いないが、それが目こ
ぼしされる場合がないでもなかった。16世紀、西欧の乙女たちは、人妻
に比べて胸襟の大きく開いたデコルテを着用することを許されていた。
それはなぜか？　1579 年、ベネディクト会士ピエール・ミヤールは、
次のように書いている。「女性がデコルテを身に付けて男どもを刺激し、
淫行に誘おうとする時は大罪を犯すことになる。異性に気に入られんが

存在と偽装̶超複製技術時代の芸術作品Ⅴ 
<< 美的 >表象としての女性表現①>

三石友貴『しかん』
2017 年、写真
ⒸYuki Mitsuishi
Courtesy of the artist

ということはなくなるのかも知れない。実際には、男性間格差や実効性
比の問題（つまりは男性側の競争の激しさにかかわる指標）もからんで
くるため十分なことは言えないが、これらのモデルを数理的に処理する
ことは可能なはずだ。世界が十分に豊かになり、〈生産性〉がどうこう
言われなくなった暁にどのようなことが起こるのか、私にはそれを正確
に言い当てる自信はないが、畢竟、これらの問いは、ゲーム理論的に解
かれるべきものである。
　さて、貧しい状況、すなわち喫緊に〈生産性〉が要請される環境にお
いて、贅沢な消尽としてまっさきに糾弾されるのが芸術活動であろう。
ただ美しいというだけでそれがもてはやされるのは、豊かな時代にかぎ
られる。という意味では、阿佐緒という女性を「孕ま」せることなく、「陳
列ケースの中の美しい美術品」として、触れることもなく飾っておいた
袴田という人物のやり口は、まちがいなく芸術的であった。阿佐緒は、「青
磁の壺、螺鈿細工の小箱、ワットオやプッサンの絵」（*32）にたとえら
れる。それは袴田が権勢家の金もちだったからこそ許されることであっ
て、このようなことを世間様が許すはずもない。美しいというだけで女
性を評価するというのは、女性の〈精神〉をないがしろにすることであ
り、女性を単に身体的で感性的な〈精神不在〉の存在として規定する、
ということにほかならない。〈精神〉こそが、人間を困難に立ち向かわせ、
将来を計画させ、辛苦に耐え、労働へと差し向けることができる。この
ような〈精神的〉な見方こそが、単に〈美的なもの〉を糾弾する有力な
視線を形成するのである。
　しかし、たとえ貧しくあったとしても、女性の身体的、感性的な（つ
まりは〈美的〉な）側面が〈精神〉と結びついて語られるならばどうで
あろうか？　そのような〈精神〉を宿した女性として表象されたものの
一つが、〈母〉である。人間の〈精神〉と結びついたとき、女性の身体
は高貴なものと見なされる。ナチス時代のドイツでは、母親の役割が高
く評価されるようになり、「無垢のアーリア精神」のもと、母親が子ど
もに露出した豊満な乳房を差し出す図像が公に出回るようになった。当
然、モラルある人々から批判の声が上がったが、ナチスの機関紙『黒い
兵団』は、そのような見解は「ドイツ人の品位を落とし、あらゆる美な
るもの、高貴なるものを計画的に破壊する」ものであるとした（Zit. n. 
H. P. Bleuel, 1972, S. 23.）（*33）。親衛隊当局は「われわれにとって女
性は自然の摂理によって聖なるものである。男はすべて女性の使命に対
し畏怖を感じている。彼女はドイツ人種を守る人であり、彼女の本質は
純粋なのだ！　彼女はドイツ人の男に奉仕するのではなく、人生におけ
る仲間であり、友である」（Zit. n. H. P. Bleuel, 1972, S. 23.）（*34）と
の見方を示して、「女性の誇り」を擁護している。授乳する女性の胸を
見て非難するような輩は「堕落した好色漢」だけだというのである
（Zit. n. H. P. Bleuel, 1972, S. 23.）（*35）。
　このように、〈生産性〉に寄与するかぎりにおいて女性の身体もまた
精神的なものである、とする思想には根深いものがある。「〈生産性〉が
あるなら〈裸体〉もいいよ」などという条件つきでは、その価値がまっ
たく後件にではなく前件に存するのは明白である。いわば、〈裸体〉も〈女
性〉も、〈生産性〉のための人質にとられているようなものである。も
う少し言えば、このような場合、生産性が付与されるものの先決条件と
して、それが〈精神的なもの〉であることが不可欠である、ということ
ができるように思われる。それが人間の〈精神〉と結びつくかぎりにお
いて、直接に生産性のない〈美的なもの〉が、擬似的に生産性を獲得す
るのである。一音楽家の個人的な作品が、ドイツ精神のシンボルと見な
されるようになったベートーヴェンの〈交響曲〉もその一例である。ベー
トーヴェンは、前時代まではただの娯楽にすぎなかった（つまりは美的
なものでしかなかった）音楽というものに、崇高な、つまりは精神的な
性質を付与することに成功した。この経緯については、別に詳しく述べ
ようと思うが、ひとまずその背景として、音楽を社交上の娯楽として消
費する王侯貴族に代わり、それをより〈精神的〉に聴取したいという、
まじめな市民層が台頭したことだけ申し述べておこう。
　豊かさの主体が移動するとき――たとえば、王侯から富裕な市民へ、
そこから大衆へというように――、〈精神的なもの〉の意味するところ
も変化を被ることになる。〈精神〉のランクづけの仕方はそれぞれの分
野でまちまちであろうが、たとえば、学問の世界における人文諸学部の
精神的地位の低落には甚だしいものがある。デリダは哲学者として次の
ように訴えている。「こんにち、アメリカ合衆国において、そして世界
中で、〔大学にとっての〕主要な政治的掛け金は、どの程度まで研究機
関や教育機関は支援されるべきか、すなわち、直接的ないし間接的に統
制されるべきか、婉曲に表現するならば、商業や産業の利益のために「ス
ポンサーをもつ」べきか、というものです。周知の通り、この類いの論
理によって、〈人文学〉はつねに、学術の世界とは無縁な、収益性が見

ために好色心からそうする者は小罪である。だが、処女がこの流行を追っ
てもまったく罪にはならない。なぜならまさにそれが慣習となっており、
《ふさわしい結婚相手を見つけるため》だからである」（R. Briggs, 1989, 
S. 298.）（*2）。ちなみに、かのトマス・アクィナスも、女性が肩を露出
することについては、小罪としていた由である（*3）。
　さて、この説明で重要視されているのは、またしても〈生産性〉、とり
わけ〈リプロダクション〉の意味での〈生産性〉である。ここでいう「淫
行」がいわゆる売春を指すとすれば、それはただの消尽であるし、いわ
ゆる姦通を指すならば、他の夫婦の配偶権を侵害し、とりわけ妻にとっ
ては、夫が行なうわが子への投資を家庭外に分散させることを意味する
行為である（これらは、生産を必要とする〈貧しい〉世界において問題
となる行為であろう）。しかし、まっとうな結婚目的なら無罪放免とされ
るに至っては、ほとんど笑い話である。デュル（人類学者、1946 ～）
に言わせると、女性の服装をめぐるこうした慣習は、現代でも生きている、
という。「（16世紀当時）結婚戦術ならば、また家庭を築くという良き目
的のための手段ならば、若い娘たちはこのような露出を認められた。（…）
この慣習は原則的に現在まで生きている。というのも、今日でさえ若い
娘たちは一般に中年女性よりも、ミニスカートや身体に密着し乳房が浮
き出るＴシャツの着用が許されているからである」（*4）。
　デュルの見解を適用すると、ミスコンで身体的露出を不必要のものと
見なすことは、女性の価値をリプロダクションの能力において代表させ
ることに対する拒絶であり、なるほどフェミニズム的である。しかし今
日日、女性が何を着ようが、それは当の本人の勝手であって、誰のため
でもなく、何のためでもない（誰のためでもよく、何のためでもよい）。
ナルシシズムの充足であろうが、結婚戦術であろうが、なにか芸術的な
表現の欲求であろうが、身体的露出の理由は、なんでもよろしい。ただ、
ミス・アメリカとしては、そうした外面に依存した表現よりも、内面的
なもの、すなわち、リーダーシップ、才能、コミュニケーションのスキル、
知性といったものを重視するという方針を明確にしたもののようである。
もちろん、水着審査はなしといわれようが、水着を着てくるつわものが
いても、これは一向に差支えないとされている（The choice of wardrobe 
is now open so everyone can express their own very individual style.）
（*5）。
　ところで、身体的なものにかかわる人間の感じ方に対し、知性や才能
を重視する態度は、より〈精神的なもの〉である、とされてきた。そして、
この〈精神〉というのは、感性的であるというよりは悟性的、または理
性的な性質を帯びていると見なされてきた。カントは、その『美と崇高
の感情に関する観察』（1764）のなかで「悟性は崇高で、機知は美しい」、
「（崇高と美の）両者の感情を自己のうちに兼ね備えている人々には、崇
高の感動が美の感動より強力である」（*6）と述べている。これは、バー
クによる美と崇高の二分法を継いだものであって、「軽快な諧謔と親しさ」
としての「機知」が「感覚の美の色合いを高める」（*7）と書かれている
ことからも、同じく感動を誘うものであっても、〈美〉というものがより
感性的なものであることが、ここでは前提とされているのである。なお
カントは、〈美〉は異性への愛において見られる特徴である、と断ってい
る。そして、相手の気を引いて誘惑しようという態度（コケットリー
〔Coquetterie〕）は、美に属する傾向性であり、また品位を欠かないかぎ
りにおいて（非難はされようが）好ましいものとされるのが通例である、
と述べている（*8）。〈美〉とは、バークによれば「社交的性質」であり、
「われわれが愛と名づけるこの混合せる情念の対象は、性のもつ美に他な
らない」（*9）のである。よって、ミスコンが美人コンテストであること
を放棄したとすれば、それは（18世紀後半の哲学者風にいえば）異性の
気を惹くための美しさや親密な態度よりも、悟性や理性、より崇高で精
神的なものを重視する、という姿勢にシフトしたことを意味するという
ことになるのであろう。裏を返せば、女性における〈精神の不在〉とい
うべき評価がいまだ横行していることへの抗議なのだ。
　しかし、この〈精神の不在〉とはいかなることをいうのであろうか？
　小池真理子の『欲望』（1997）という小説に登場する「阿佐緒」とい
う女性をめぐる次の一節を見てみよう。

　　あの人の阿佐緒の扱い方はどう考えても馬鹿げている。阿佐緒はも
　ともと、ああいうよそよそしい洋館風の家で、あれこれ堅苦しい生活
　上の規則に縛られながら生きていくのが似合う女ではありません。（…）
　　この間、僕らに向かって見せた醜態こそが、むしろ、彼女の自然な
　姿なんだと思います。阿佐緒は自分を解き放って、例えば手づかみで
　ハンバーガーを食べ、傍にいる女にキスをしながら、口のまわりにつ
　いたケチャップを舐めとらせるのが似合う女です。
　　ついでに言えば、阿佐緒は文学にも絵画にも建築学にも、およそ人

　が気取って知識やセンスをこねくりまわしたがるものすべてに対して、
　何ひとつ興味を持っていない。生活の様式ということにも無頓着です。
　　確かに中学時代の阿佐緒のピアノの腕は、ちょっとしたものだった
　と思います。評価してやってもいい。ですが彼女は、自分が弾いてい
　る曲の作曲家が誰なのか、それが音楽史的にどのように位置づけられ
　ているのか、何ひとつわからぬまま、鍵盤に指をすべらせていただけ
　のような気がしてなりません。
　　彼女は余計なものは何も必要としていない。彼女はただ、生まれ持っ
　た肉体の魅力をもてあましながら生きていて、貧乏と退屈からさえ逃
　れられさえすれば、自由にふるまう自分が他人にどう受け取られよう
　がかまわないんだ。
　　袴田さんはそのことを知っているのだろうか。知っていて、阿佐緒
　を彼なりの鋳型にはめようとしているのだろうか。だとしたら、断じ
　て許しがたいし、阿佐緒という人間に対する冒瀆だ。そう思って怒り
　にかられたこともあります。（*10）

　これは作中に登場する正巳という男性が類子という女性に宛てた手紙
という体の文章である。この正巳は「その優秀さ、頭の回転のよさにお
いて、全校生徒――とりわけ女子生徒の絶大な人気を誇っていた」
（*11）人物（類子も正巳に惹かれていた由である）であったが、事故で
性的機能を失い、〈精神〉だけの世界に生きていた。対して阿佐緒は、「そ
の性的魅力において、男性生徒の目を釘付けにするような存在」（*12）
であった。同世代の女子からのウケは最低で、「阿佐緒はその、過剰な成
熟振りのせいで、同年代の女の子たちに疎ましがられ、敬遠され、気味
悪がられたり、やきもちを焼かれたりしていた」（*13）。というのは、「同
世代の少女たちが、どうひっくり返っても持ち得ない魅力が阿佐緒に備
わっていた」（*14）からである。しかし、唯一の友人である類子にとっ
て阿佐緒が「腹の立つ対象になったこと」はなく、阿佐緒は「美しい完
璧な肉体以外の何物でもなかった」（*15）。「阿佐緒に精神は不在である、
と私は心のどこかで信じていた」（*16）。そんな阿佐緒は、「可愛く」、「美
し」く、「神々しく、誇らしげだった」、という（*17）。正巳という極度
に精神化された男性と、阿佐緒という極度に美的なものとされる女性を
めぐって、この物語は展開してゆく。
　ところで、自分が他人にどう評価されようとかまわない人間が、ミス
コンに、ましてや容姿よりも知性や才能、社会的影響力といった内面を
重視する新型のコンペティションに出場するとは思われないが、だから
といって、そのような人間には何らの価値もない、などとはまして到底
思われない。「ミス・アメリカ 2.0」をはじめとするこれからのミスコンは、
もはやビューティー・パジェントではない。女性もまた美的な表象であ
ることをやめ、より〈崇高〉であることが求められるようになった。阿
佐緒のような「精神不在」とされる女性への風当たりは強まる一方である。
　人の内面がその外見によって代えることのできない価値を有するよう
に、人の外見もまた、その内面と取り換えることのできない固有の価値
をもっている、それはそれで一つの見方であろう。往々にして人の外見
が虚飾のように言われるのは、要するにそれが〈生産性〉に寄与しない
ことと関係している。どれだけ見かけがよくても、社会的能力が皆無と
きたら、それこそ何の役にも立ちはしない。人生のパートナーとしては
心もとないかぎりである。しかし、大金もちというのはそうではないも
ののようで、自身が十分な生産能力を有する分、他人に能力を求めよう
とはしないもののようである。『欲望』に登場する袴田という精神科医は
言った。「能力をほめずに、きみは美人だ、と言うと怒りだす馬鹿な女も
いる（…）」（*18）。そして、正巳に向かって「精神だよ」と囁く。「こ
んな言い方は失礼かもしれないがね、私にはきみの脆弱な精神が、せっ
かくのきみの美を殺しているように見えるんだ」（*19）。この袴田が、
阿佐緒を豪邸に押し込めにした当の旦那である。この人は、人の外見に
しか関心がなく、「僕は人間の精神そのものを信じていない」（*20）と
豪語する。袴田は、精神という、このどうしようもなく「分類不可能なもの」
を嫌悪して、「惜しげもなく捨て去った」（*21）。いずれにしても、袴田
にとって人間の「情緒、神経、感受性」といった手合いは「馬の糞にも
劣るもの」（*22）であり、「性愛の喜び」も「他の多くの感情と同様、
鼻もちならないほど生臭いもの」（*23）であったようであるから、子ど
もをつくり、類型的な「温かい家庭」（*24）をもちたいという阿佐緒の
願望は、見事に挫折することになる。このリプロという点では、袴田は、
いわゆる〈生産性〉のない人物であったが、他の面では、まったく生産
的かつ社会的だった。
　袴田の理解するところでは、「人の精神は矮小なもの」で、「そのくせ図々
しく、論理性から遥か遠くかけ離れたもの」（*25）でしかない。袴田は
「本物の美は必ず外面に表れる。内面じゃない」（*26）という思考のも

ち主であった。ゆえに逆説的に、「精神不在」である阿佐緒を妻に選んだ
のではないか、と正巳は言うのである。袴田はそのように考えたようで
あるが、従来〈精神〉とは、まさに彼の否定する「論理性」とかかわる
ものであった。「精神不在」では、文明も社会も立ち行かぬであろう。当
然、結婚においても、単なる外見よりも〈精神〉が重視されるのは当然
の成り行きで、〈生産性〉を求めるかぎり、男女の長期的なパートナーシッ
プにおいて重視されるのは、（見てくれがよいに越したことはないが）内
面や能力なのである。とりわけ自身が生産の手段を有しない場合、相手
の〈生産性〉に期待しなくてはならない。この前提に立てば、伝統的に
生産手段を独占してきたのは男性側であったから、女性が、パートナー
となる男性の地位や経済力を最優先するという進化心理学の所説は、あ
る程度まで妥当な推論であるように思われる。
　一方、男性はどうか。こと配偶者の選好にかぎっていえば、〈貧しさ〉
に規定された環境に置かれた男性ほど、女性の身体的魅力を重視すると、
進化心理学は主張する。この場合、男性は、かぎられた予算でより大き
な利益を引き出すことのできる〈必需品〉として、つまり繁殖本位の視
点で女性を見ているというのである。李天正はミクロ経済学における消
費者の意思決定モデルを挙げて、「予算以上のコストがかかる様々な選択
肢がある状況では、ヒトは「贅沢品」に目を向けるより前に、まずは「必
需品」に目を向ける傾向があ」ると前置きしてから（*27）、次のように
述べている。「選択肢が強く制限されている時、男性は（女性の）身体的
魅力を「必需品」だと見なし、女性は（男性の）地位を必需品だと見なす」
（*28）。したがって、十分な資源量があり、選択肢の制限のない〈豊かな〉
状況で長期的関係をもつ理想の配偶者を選択することが可能な場合、ヒ
トは「贅沢品」に目を向けるようになり、知性や創造性をあわせもった「万
能の相手」を好むであろう、ということがこのモデルから言えるわけで
ある。
　ヒトほど賢く長寿な生物ともなると、身体的魅力や富の多寡といった
単一の指標だけで異性を評価しても、パートナーとしてうまくいかない
ことは、ある程度、想像できることである。ゆえに、相対的に女性が豊
かな社会（非家父長型社会）では、「必需品」としての男性に求められる
財産や社会的地位といったものは、比較的にどうでもよいものとなり、
代わって（外見も含めた）人間的な相性が重要視されることになる。そ
の点で、進化心理学とデュルの哲学的人類学の指摘するところは一致し
ている。狩猟採集民における女性の配偶者選択の心理については前稿で
すでに触れたので、ここではデュルの指摘する人類学の見解を引こう。
デュルはまず、狩猟採集民が、家父長制を形成した後代の定住民よりも
豊かで、労働時間が少なかったことを指摘し（Cf. z. R. B. Lee, 1968, S. 
30f., ders, S. 105f. ; J. Woodburn, 1968, S. 101f.）（*29）、その前提に立っ
てクン族の事例を挙げる。「クン族の若い娘は、抜け目ない狩人でありな
がら、攻撃的ではなく愛想よい男性を結婚相手に求めるが、傲慢で自己
中心的で傍若無人な〈マッチョ〉や、他人を見下す威張り屋は拒むので
ある」（Cf. R. B. Lee, 1978, S. 109.）（*30）。たしかに配偶者の候補とな
る男性の生産性が高いに越したことはないが、富の独占が認められてい
ない狩猟採集社会においては、財力を背景に他人を脅すことはできない
ので、男性側に富が偏在する社会の場合と異なり、自己中心的な男性が
女性を従属させ、意のままにするということはできそうにない。したがっ
て、家父長制下において男性側が女性に一方的に期待するところの表象
である「妻、母、娼婦」（*31）を演じる必要性が、女性の側に希薄なの
であろう。
　このようにして、女性側の〈豊かさ〉が拡大するのと並行して、従来、
抑圧されてきたマイノリティの生き方をめぐる権利の拡大ということが
いわれるようになり、ついには〈生産性〉至上原理への異議申し立てと
いう、今日見られるような事態が出来する。LGBT の権利問題しかり、
パワハラ問題しかり、資本主義終焉説しかりである。しかし、これまで
の議論から導かれるのは、一見、奇妙な結論である。それはまったく逆
説的なものだ。女性が豊かになることで、彼女が男性の財力に依存する
度合いは次第に薄れてゆく、これは確かなことであろう。結果、女性が
男性を選好する際、男性の地位や財力にこだわらず、性格の一致や外見
の好みを優先させることできる、というのも同様に確かであるように思
われる。だが、一方の男性側はどうであろう？　男性の豊かさが低下し
た場合、男性は選好に際して、相変わらず女性の身体的魅力を重視する
傾向を持続させるであろう、というのも同様に真らしく思われる。また、
同じ理由から、男性が選好に際して女性の内面を第一に重視するように
なるとすれば、それは彼が、豊かなときにかぎられる、ということにな
るであろう。しかし、家父長制が失効し、男性の経済力が全体に低下す
るとしたら、男性が女性の生産性を頼りにしなくてはならないであろう
から、少なくとも配偶者選好において女性を外見重視で判断する、など

古の希臘・羅馬の物語や絵にこそ感ずれ。
古き物語からは風雅なるけはひを、古き絵からは絵の仕方を習ふ。
絵の仕方は幾何学に根差し、形と形を結ひ付くることを心とす。絵布の
形とも結い付くるべきこと、言ふも更なり。
私の思へらく、いづれも西洋の絵の慣らひなり。
新しからず、おほなれども、是非なきものかな。
兵塩渡春（へーしおどす）の物しける「仕事と日」に拠らば、上つ代に
は黄金時代てふ、人皆苦しきことなく日暮らし遊びける時代ありけると
かや。
日暮らし遊びて夕さり、影の横さまなる、いとあはれなり。
然るけはひをこそ絵に現したけれ、あに人鳥相応はざらむや？
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「Stripped tissue」シルクスクリーン / W38×H38 ㎝

三石友貴『わたし（上）』
2017 年、写真
ⒸYuki Mitsuishi
Courtesy of the artis

込まれる資本投資に関係する純粋科学や応用科学の学部のための人質と
なるのです」（*36）。これは今日、〈学〉というものが、ある種の〈生産
性〉の裏付けを成立与件とすることを意味している。簡単にいえば、い

かに定量的な説明が可能で
あるか、つまり科学的であ
るか否かということが、そ
れが〈学〉であるか否かを
決定するのである。そして、
否と見なされたものから順
に予算を削減されてゆく、
というわけである。そして
デリダによれば、このよう
な〈精神の不在〉は、人文
学が論証性をもたないこと
（*37）に起因するのである。

　では、芸術作品はどうで
あろうか？　ある作品が世
に出るのは、一般にそれが
「人間精神にかかわるもの」
として評価されたからにほ
かならない。現在、どのよ
うなものが「人間精神とか
かわる」のか、そこはよく
わからないが、どれほど感
性的なものであっても、た
とえ作者が作品における
〈精神の不在〉を訴えたと
しても、ひとたびそれが〈芸
術〉ということになると、

そこに〈高級な芸術作品ではない他の大衆的な作品〉との区別を生じる
というのは、いかなることであろう？　まさにそのこと自体が〈精神的
である／ない〉ということにほかならないように思われるのであるが、
もはやそのことを言い表すのに〈精神〉という言葉を用いることが適当
かどうかも疑わしく思われる。しかし、それが優先的に保存され、何度
でもくりかえし鑑賞されるという点で、それは〈精神〉との関係をとや
かく言われた 19世紀の〈芸術〉と変わるところがない。その意味で、
いま一度〈精神〉とは何かということを問い直してみたいと思われるの
である。
　一方、物語の最後に、袴田は、三島が死を覚悟して書いた『天人五衰』
（1971）の最後のシーンに、阿佐緒や正巳の死を重ねて、次のように述
懐する。「死と隣り合わせになった時こそ、人は生涯でもっとも美しい
ものを感知することができるのでしょうな。皮肉と言えば皮肉だが、そ
れも致し方ない。所詮、美の行き着く先は、死なんですから」（*38）。
これは、そのもっとも美的である、ということが、もっとも精神と、つ
まり生産的な能力とかかわりをもたない、純粋に感覚的な感動を生起さ
せることを言い当てた言葉である。美がリプロダクションとかかわりを
もつのであれば、それは少しく精神的なものを含んだであろう。それが
結婚戦術のために取り交わされる記号であったなら、美はなにかしらの
形で生産性を含みもったであろう。少なくとも袴田は、阿佐緒における
美的性質をそのようには受け取らず、生産性からまったく切り離してし
まったのである。これというのも、彼の側に権力があったからこそなし
えたことではあったが、いっさいの生産性を取り上げられた結果、些細
な誤解も手伝って、阿佐緒は飲酒運転の挙句、高速道路のコンクリート
壁に激突、自殺同然にこの世を去ってしまうのである。
　なんとも身も蓋もない結末ではあったが、美が本来の意味での生産性
をもたないということ、それがより際立って美となるためには、生産を
企図する精神の働きから逃れる必要があるということは、一つの論理的
帰結であるように思われる。そのためには、美的対象の中に精神を認め
ないというだけでは不十分で、私たちもまたみずからも精神的であるこ
とをやめねばならない、と思われるのである。つまり、もはや生産的で
あることを自ら断念せざるを得ないとき、死と隣り合わせになったとき
にこそ、美は十全に輝き出るのである。もちろん人は、豊かさのなかで
美とかかわることもできる。しかし、美と能動的にかかわる生産的な力
を欠いたところでは、豊かさにおいて見られる、少しく精神とかかわる
美の悟性的要素、機知や諧謔というものが、魅惑として現われることは
ない。その静かな調子、無垢な、何かを知るというにはもはや知的とは
いえない無知の感じ――そういったもののなかに、生産性を盾にせず主

張される美の極北があるように思われるのである。そのような美が永遠
のものであろうとは、私には到底思われない。精神とかかわわるもの、
それこそが永遠のものだからだ。そして、それは精神的なものであるか
もしれないが、美的なものではないのである。
　その後、20年近くを経て、老齢の袴田を訪ねた類子は、袴田に奇妙
な共感を抱く自分を見出す。阿佐緒という女性に精神を求めなかったと
いう点で、袴田は正巳と似ているように思われたからだ。「何故、いま
ごろになって、私に会いにいらっしゃったのです」と問われた類子は、
一言「わかりません」と答える。「かつて誰よりも深く愛した人が、あ
なたとどこか似ていたから――」（*39）そう言ってみたい気持ちにから
れたが、彼女はついに言うことができなかった、とのことである。

                                                                                                 〈Ⅵに続く〉
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ナカムラマサ首 Masakubi Nakamura
1976 生まれ 兵庫県出身・東京都在住
ステンドグラス作家・画家

1998年　神戸芸術工科大学 
芸術工学部 視覚情報デザイン学科中退
2003年　多摩美術大学 造形表現学部 
映像演劇学科 卒業
伝統技法にとらわれないステンドグラス
作品制作の他、ドローイング、
近頃はリトグラフ作品等を制作。
ローブローもハイアートも
へったくれもなく、
あらゆる環境での発表及び表現に取り組む。
並行して自身の技法を生かした受注制作等も行う。
info@variantvox.parasite.jp
http://variantvox.parasite.jp/index.html

2018.12 月 「個展」 ビキニマシーン (新宿区歌舞伎町 )
2018.12 月 トポス高地「セレクト展」 アリコ・ルージュ (長野県飯綱町 )
2019.2.4～2019.2.11 「虚飾集団 廻天百眼 舞台公演」 ザムザ阿佐ヶ谷 (東京都杉並区 ) ※舞台美術上に作品使用
2019.3 月 「個展 ( タイトル未定 )」 喫茶と雑貨「ことたりぬ」 ( 東京都世田谷区 )
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水庭真美・Mizuniwa
1998 年茨城県生まれ
学生

「池の前」紙、アクリル絵具、クレヨン、鉛筆 / 縦 16㎝ ×横 26㎝

窓の外を見ていました。
14時頃だったと思います。
丸々と膨らんだ白いような雲が見えました。
それをぼんやりと目で追っていますと、うっすらと空の色を青く透けさせて
るところと。
陽の色に染まり、ピンクがかった肌色のところとが混ざりあっていました。

庭の杏の木の幹。カサカサと風に揺れた黄色い葉っぱが、夕陽を透かして光っ
ていました。
アスファルトの路に光の射したところと。
家々の影が落ちたところとで、 くっきりと色を分けていました。
青く澄んだ影の中から金色に輝いた羽虫達が、
宙に舞うチリのように空を漂っていました。

日記 (2018 年 11 月 20日 )
 疋田義明

Yoshiaki HIKITA 1994~

疋田義明　Yoshiaki Hikita
1992 年長野市生まれ

画家（無職）
2015年武蔵野美術大学油絵学科卒業

studies and verification
11/22~12/25 / @FLATFILESLASH_Warehouse Gallery

TOPOS Selection 2018
12/1~12/25@アリコ・ルージュ
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石井飛鳥 Asuka Ishii
1985 年東京生まれ
脚本家 /演出家 /写真家

虚飾集団廻天百眼主宰
廻天百眼の舞台公演において旗揚げから全作品の脚本、演出を担当。
オリジナル作品の他、丸尾末広原作の舞台版『少女椿』、寺山修司原作の『奴婢訓』、
江戸川乱歩作品を融合した『悦楽乱歩遊戯』などを上演。
映画『東京残酷警察』のスピンオフシリーズの監督、
宝生流能楽公演『葵の上』ナビゲーション台本なども執筆している。
次回作
2019年 2月 3日～2月 11日 　
舞台『闇を蒔く　～屍と書物と悪辣異端審問官』脚本 /演出

http://ishiiasuka.com
https://twitter.com/ishiiasuka

私は水槽を眺めながら、
色鮮やかに揺れる水草達の遠い故郷に思いを馳せる。

レッドロタラはなぜ光に近づくほどに丸い葉を赤く染めながら、それでも強い光を求めて葉を広げるのか。
あたかも太陽が燦々と照らす水辺で顔を赤らめながら燥ぐ子供達のように。

柔らかく長い桃色の葉を伸ばしたインクリナータの姿は、
赤ん坊に母乳を与える母親の包み込む抱擁感と乳房の肌を彷彿とさせる。

ルドウィジア・スーパーレッドの力強い真紅の中にも瑞々しい透明感を感じさせる様は、
偽りなく真っ直ぐにぶつかってくる若者の生命力と同質に思えた。

そんな水草達姿はまるで花のように美しい。

水に咲く花のように

Aquarium /  Photograph by Masato Yamamoto

山本正人
Masato Yamamoto 1976 ~

山本正人 Masato Yamamoto
1976 年長野市生まれ
群馬大学教育学部卒　長野市在住

萱アートコンペ 2019 プレイベント
201９年４月７日（日）午後 2時～「交流会」

201９年４/７～4/29 「塚田辰樹展」@Gallery Blanc
201９年４/30～5/25 「カミジョウミカ展」@Gallery 昭和蔵

201９年 6/8～6/23 「受賞者展」@Gallery Blanc・酛蔵

9：00 ～ 17：00
RAUM戸倉宿（坂井銘醸）

 蕎麦料理処「萱」併設 ｱｰﾄｷﾞｬﾗﾘｰBlanc(ﾌﾞﾗﾝ)・酛蔵・昭和蔵
〒389-0804 千曲市大字戸倉 1855-1 Tel.026-275-0033( 代 )

http://toposnet.com

http://kayaartcompetition.com.com


